
佐久市教育大綱策定に向けた市民意見聴取の概要

（注） ＜テキストマイニングとは＞
文章を対象にデータ解析をする手法であり、文章を言語上、意味のある最小単位で区切ることで、出現頻度、語句の相関関係などの傾向やパターンなどを
抽出したもの。

＜共起ネットワークとは＞
単語同士の関連性や出現パターンの類似性を踏まえて、文章中の単語のつながりを可視化したもの。

■各意見聴取において出された意見について、テキストマイニング及びワードクラウドによる共起ネットワークによる分析を行った。
なお、分析にはユーザーローカルAIテキストマイニング（https://textmining.userlocal.jp/）を使用した。
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資料２
市教育委員会では、次期「佐久市教育大綱」及び「佐久市教育振興基本計画」の策定に向け、市のこれからの教育のあり方に、
子どもをはじめとする市民の意見を反映するため、以下の意見聴取を実施した。

１ 子どもアンケート調査

（１） 調査対象 佐久市立小学校５、６年生及び全佐久市立中学生

（2） 調査期間 令和７年１０月９日（木）～１１月5日（水）

(3) 調査方法 Googleフォームを活用したオンライン調査

（４） 回答状況 回答数：3,334名/4,144名（調査対象児童生徒数）
回答率：80.5％

3 佐久市の教育を考えるワークショップ

（１） 参加者 ワークショップへの参加申込のあった２０名
（市内在住・在勤・在学の高校生以上の方）

（2） 実施日 令和７年１１月９日（日）

（3） テーマ・議題 「佐久市の目指す教育について」
（佐久市の目指す子ども像・市民像について）

4 佐久市ＰＴＡ連合会からの意見聴取

（１） 参加者 佐久市ＰＴＡ連合会懇談会 参加者 ３７名

（２） 実施日 令和７年１0月31日（金）

（3） テーマ・議題 「佐久市教育の目指す姿について」

５ 小・中学校ランチミーティング

（１）実施校 ランチミーティングの実施を希望した９校
野沢小学校、高瀬小学校、中込小学校、佐久平浅間
小学校、浅間中学校、望月小学校、東小学校、臼田
中学校、岩村田小学校（実施順）

参加児童生徒：計５６名
（２）実施期間 令和７年１０月14日（火）～１１月21日（金）
（３）テーマ 「いっしょに作ろう未来の学校」

教育長及び教育委員会事務局職員が市内小・中学校を
巡り、各校児童・生徒から意見聴取

2 保護者アンケート調査

（１） 調査対象 佐久市立小・中学校の保護者

（2） 調査期間 令和７年１０月９日（木）～１１月７日（金）

(3) 調査方法 Googleフォームを活用したオンライン調査

（４） 回答状況 回答数：750名/7,341名（小・中学校全児童生徒数）
回答率：10.2％

６ 生涯学習に関するアンケート調査

（１）調査対象 限定なし

（２）調査機関 令和7年12月24日（水）～令和8年1月18日（日）

（３）調査方法 Googleフォームを活用したオンライン調査

（４）回答状況 回答数：４１３名

https://textmining.userlocal.jp/


【テキストマイニングによる分析】 【共起ネットワークによる分析】

◎キーワード・・・＜子どもが考える理想の学校＞

【問６】あなたの考える、「こうなったらいいな」と思う理想の学校はどのような学校ですか。あなたの考えを教えてください。（自由記述）
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笑顔があふれる

毎日行きたいと思える

一人ひとりの個性を尊重する

自由に学べる

学年に関係なく全校が仲良くできる

楽しく過ごせる

いじめがない

１－１ 子どもアンケート調査 （子どもが考える理想の学校）

・学年に関係なく交流でき、皆の笑顔で溢れている楽しい学校、皆で
協力し楽しく学べる学校

・みんなが楽しく毎日来たいと思える学校
・個性が尊重されて、一人ひとりの気持ちを汲み取ってもらえる学校
・いじめがなく安心して過ごせる学校
・みんなで力を合わせて、新しいことを考えていける学校
・面白くてわかりやすい授業がある学校
・学年の壁を超えて交流ができる学校
・いじめがなくなる、悪口を言わない、優しい差別のない学校
・いつも明るい挨拶ができる学校
・みんな仲良く楽しく遊べる学校

【代表的な意見（抜粋）】



【テキストマイニングによる分析】 【共起ネットワークによる分析】

◎キーワード・・・＜子どもが考える目指したい姿＞

【問７】あなたは、どのような大人になりたいですか？また、そのためには何が必要で、どのようなことをしていこうと考えていますか？
あなたの考えを教えてください。（自由記述）
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仕事ができる

困っている人を助けてあげる

優しい

相手の気持ちを考える

思いやりの心を持つ

１－２ 子どもアンケート調査 （子どもが考える目指したい姿）

・誰かのことを助けられる優しい大人になりたい。
・仕事がちゃんとできて、周りから頼られる大人になりたい。

そのために、日頃から委員会や係の仕事などを責任を持ってやる。
・思いやりのあるおとなになりたい。そのためには広い心が必要だと

思うので、いつも笑顔で人に優しく接していきたい。
・人に信頼されるような人になりたい。そのために、困っている事が

あったら協力したり、人の意見を聞き、どうしたらいいか考えたい。
・人の気持ちを考えられる大人になりたい。そのためには勉強や友

達との交流をたくさんしたいと思う。
・礼儀正しくみんなの事をまとめられる大人になりたい。
・社会の役に立つ大人になりたい。

【代表的な意見（抜粋）】



【テキストマイニングによる分析】 【共起ネットワークによる分析】

◎キーワード・・・＜保護者が考える理想の教育＞

【問３】佐久市の学校教育に求めることは何ですか。あなたの考えを教えてください。（自由記述）
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学習環境の充実

安心して学べる環境

学力の向上

２－１ 保護者アンケート調査 （保護者が学校に求めること）

不登校児童への支援

・全ての子供が安心して学べて、また、成長できる環境を整えること。
・不登校になった場合の児童の居場所を増やしてほしい
・基礎学力の向上。
・子供たち一人一人の個性を重視した教育。
・生活していくために必要な社会性を身につけること。
・子供の心に寄り添えるような環境作りや、関係作りをして、学校（勉強）を

楽しいと思って通えるようにしてほしい。
・学校内の学習だけでなく、地域交流に参加でき、現代社会に必要な考え、

学びができる教育。
・子どもも、先生も、保護者も全員が笑顔で暮らせ、自己肯定感の持てる

学校作り。
・勉学に対して困難に感じている子に対して手厚いサポートをしてほしい。

【代表的な意見（抜粋）】



【テキストマイニングによる分析】 【共起ネットワークによる分析】

◎キーワード・・・＜保護者が考える理想の子どもの姿＞

【問４】あなたは、あなたのお子様にどのように育ってほしいと思いますか。あなたの考えを教えてください。（自由記述）
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自分の考えを持ち、相手に伝えられる

相手を思いやる心を持つ

自立した生活ができる

生きる力を身に付ける

２－2 保護者アンケート調査 （保護者が考える理想の子どもの姿）

・思いやりがある、人の心に寄り添えるような人に育ってほしい。
・人と関わる中で自分がどうあるべきかを常に考えられるような人であって

ほしい。
・自分で考え自分の意見を持ち、その考えを他者に伝える力をつけ、自立して

いけるように育ってほしい。
・自分の好きなことを見つけてのびのび大きくなって欲しい。
・たくましく生きる力を身につけてほしい。
・自分と相手を思いやる事ができる、自分と相手を尊重できる、自ら考え行動

できる子ども。
・色々な事に取り組めて、個々の才能を伸ばす努力ができる子に育ってほしい。
・様々な環境への適応能力を高め、楽しみながら成長して欲しい。

【代表的な意見（抜粋）】



【テキストマイニングによる分析】 【共起ネットワークによる分析】

◎キーワード・・・＜市民の考える理想の子ども像＞

【問】これからの佐久市の子ども達にどのように育ってもらいたいか

主体性

インクルーシブ

３－１ 市民ワークショップ （目指す子ども像）

情報リテラシー

レジリエンス

立ち直れる

立ち直れる

興味を持ったことを行動に移せる

多様な他者と関わる社会性

ＡＩやＳＮＳと適切に関わる

失敗しても立ち直れる

・自分の考えをきちんと持ち、自分の意見を言える子どもになってほしい。
・周りのこともきちんと考えて行動できる子になってほしい。
・失敗を恐れず、失敗しても立ち直れる力を身につけてほしい。
・インクルーシブな考え方を理解し、他者を尊重しあう姿勢を持つべき。
・様々なことに興味を持つ、飽くなき追求心を持つ探究者になってもらい

たい。
・ やりたいこと、興味を持ったことを行動に移せる子ども。
・情報化社会に適応し、AIやSNSなどと適切に関われる良識を持つ必要

がある。
・人の気持ちを考え、お互いの人権を尊重し合える子どもになってほしい。
・心身ともに健康であってほしい。

【代表的な意見（抜粋）】
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【テキストマイニングによる分析】 【共起ネットワークによる分析】

◎キーワード・・・＜市民の考える理想の市民像＞

【問】これからの佐久市民はどのような姿を目指すべきか
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リスキリング

インクルーシブ

３－2 市民ワークショップ （目指す市民像）

当事者意識

新しいことを学び続ける

多様性を認め合う

分け隔てのない社会をつくる

地域の課題を自分事と捉える

・自分を大事にし、同時に周りも大事にできる市民を目指すべき。
・人権について深く考える。
・当事者意識をもって、自分たちでこのまちを作っていくと思える市民。
・行政にお客さん感覚で頼らない。予算の使い方（Budget Planning）

の段階から市民が参画したり、関心を持ったりする必要がある。
・多様性を認め合う。
・自分の地域への肯定的な感情、地域愛を持ってもらいたい。
・ピンピンコロリ、健康に生きる必要がある。
・佐久市に住んで良かったと、充足感や生きがいを感じられると良い。
・大人になっても学び続ける姿勢、リスキリングが必要。
・移住者や障がい者等、多様な人と関わる。
・少数派（マイノリティ）の意見も大切にする。

【代表的な意見（抜粋）】



【テキストマイニングによる分析】 【共起ネットワークによる分析】

◎キーワード・・・＜ＰＴＡの考える理想の子ども像＞

【問】これからの佐久市の子ども達にどのように育ってもらいたいか
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相手を大切にする

地域愛

４ 佐久市ＰＴＡ連合会からの意見聴取 （目指す子ども像）

好きなことを見つけ学び続ける

他者との違いを知り受け入れ、協働する

・他者の存在を受け入れ、仲間と協働できる子どもに育ってもらいたい。
・相手との違いを受けとめ認め合う子ども。
・他者の存在を受け入れ、仲間と協働できる子。
・進学等で市外へ出ても、また戻ってきてもらいたい。
・人とのつながりを大切にしてほしい。
・自分の「好き」をしっかり伝えられる子ども。
・好きなことを見つけ、その好きに磨きをかけて仕事になる。
・コミュニケーションを大事にできる子ども。
・予測困難な社会を生き抜く力をもってほしい。
・変化に合わせて柔軟に対応し生きぬいていく力を持つ。
・成功体験をたくさん積んでほしい。
・どこに行っても生きていける適応力、しなやかさがある子ども。

【代表的な意見（抜粋）】



【テキストマイニングによる分析】

【共起ネットワークによる分析】

◎キーワード・・・＜子どもの考える理想の学校＞

【問】これからどのような学校を作っていきたいですか
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自由な学習ができる

他校との交流

5 ランチミーティング （子どもが考える理想の学校）

校内教育支援センター

自分たちで考えて進める授業

・自由な学習をできる時間が欲しい。
・自分でテーマを決める「自主学習」的な宿題が良い。
・先生に頼らず、自分たちで考えて進める授業がしたい。
・他の学校と交流することで、お互いの学校をより良くするヒントを得ら

れる。
・学年を超えた交流で、高学年が考えたレクリエーションを下級生が楽し

んでくれることにやりがいを感じる。
・寒さを感じても、ジャージや上着を着るためには先生に許可を取らなけ

ればならない。自分で判断させてほしい。許可制なのはおかしい。
・いじめや、人間関係がうまくいかない時に、休憩する場所として校内

支援センターのような場所は必要。
・部活動の地域展開について、部活動を通じて、異学年との交流やぶつか

り合いを経験し、人間的に成長できたため、なくなるのは寂しい。

【代表的な意見（抜粋）】



 

 

 

 

 

順 回 答 佐久市 小都市 全国 

1 人生を豊かにするため 55.2 45.0 ③ 45.8 ③ 

2 健康や体力づくりのため 48.9 45.4 ② 42.6 ④ 

3 余暇時間や自由時間を有効に活用するた

め 

38.8 42.9 ④ 47.8 ② 

4 仕事や就職などに役立てるため 38.4 49.6 ① 53.5 ① 

5 教養を深めるため 32.5 23.9 ⑤ 30.5 ⑤ 

6 地域や社会に貢献するため 24.6 12.2 ⑦ 11.8 ⑦ 

7 親睦を深めたり、友人を得たりするため 23.5 15.1 ⑥ 16.1 ⑥ 

【単位：％】 

 

 

 

 

 

 

【小都市・全国との比較上の特徴】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順 回 答 佐久市 小都市 全国 

1 勤務先などの仕事が忙しくて時間がない 49.3 30.0 ③ 27.5 ③ 

2 きっかけがつかめない 29.6 35.6 ② 29.1 ② 

3 家事・育児・介護などが忙しくて時間がな

い 

24.6 16.7 ④ 15.6 ④ 

4 時間帯が希望に合わない 23.2  4.4 ⑨  5.0 ⑨ 

5 学習するのに必要な情報が入手できない 21.8  2.2 ⑫  3.7 ⑩ 

6 特に必要性を感じない 20.4 41.1 ① 45.5 ① 

7 身近なところに学習する場がない 18.3 12.2 ⑤ 10.6 ⑥ 

8 学習より優先したいことがある 15.5 12.2 ⑤  9.0 ⑦ 

9 学習したい内容の講座などが開設されて

いない 

14.8  3.3 ⑩  3.7 ⑩ 

10 一緒に学習や活動をする仲間がいない 14.1  5.6 ⑧  5.6 ⑧ 

11 学習するための費用がかかる 13.4 11.1 ⑦ 14.0 ⑤ 

12 学習しても職場などから評価されない  4.9  3.3 ⑩  2.4 ⑫ 

【単位：％】 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 生涯学習に関するアンケート調査 

【問４】 あなたが「生涯学習」を行っている理由はなんですか 【問６】 あなたが「生涯学習」を行っていない理由はなんですか 

◎キーワード・・・＜生涯学習に求めるもの＞ 

+15～ 

+10～15 未満 

±0～10 未満 

▲15～ 

▲10～▲15 未満 

±0～▲10 未満 

凡例： 
佐久市と小都市（人口 10 万人未満の

都市）との差異 

＜行っている人＞ 

・人生を豊かにするための「生きがい」や「健康づくり」が上位 

・総数は低位ながら、地域社会や人との「つながり」が比較上優位 

＜行っていない人＞ 

・「特に必要性を感じない」との回答は比較上かなり低位で、生涯学習

の必要性への理解や意欲は高い 

・時間帯、情報、内容など「学ぶための環境」の改善が求められている 

生きがい 健康づくり 

つながり 学ぶための環境 
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